
コロナ禍を越えて…「６年修学旅行」を実施しました！

６年生は、１０月７日～８日に長崎県への修学旅行を行いました。６年間で最も重要な体験学習であ

り、コロナ禍の状況が悪くならないことだけを願い、念入りな感染防止対策のうえで実施しました。①平

和学習 ②集団行動 ③思い出づくり を旅行の目的に、事前学習を進めました。

１日目は、平和学習がメインでした。大切に保存されてきた「被爆校舎見学」をするとともに、原爆落

子どもたちが知恵を合わせて創った文章を、全員で心を込めて下中心地で「平和集会」を行いました。

その後、発表しました。「平和な世の中を実現したい」という思いが伝わる、「鳥肌もの」の発表でした。

原爆遺構を廻る「フィールドワーク」、「原爆資料館見学」を行い、最後に「語り部講話」を行いました。子

講話後のやりとりでは、「『平和になって欲しい』ではどもたちは実際の被爆体験を真剣な表情で聴き、

なく『争いが無くなるような行動をしたい』と表明する感想」が相次ぎ、講師も感心されていました。

２日目は、思い出づくりがメインでした。「ハウステンボスでの活動」を行い、１日目と打って変わってリ

ラックスムードでした。当日は、３連休の初日で（夜は花火大会）で、目的としていたアトラクションがなか

臨機応変に予定を変更し、許された時間を懸命に楽しんでいました。なか見られない状況でしたが、

全体を通して、ホテルでの活動や見学地間の移動などは落ち着いて行動し、友達や周りの方々に迷

惑をかける行動はほぼ見られませんでした。また、子どもたちが持つ明るい面、優しい面、たくましい面

そして、８１人の子どなどをたくさん見ることができました。旅行の目的は十分に達成されたと思います。

もたちが全員参加できたことや、スポーツクラブの試合でやむなく途中で帰熊した子どもたちが解団式

私は、改めて６年生が大好きになりました。ちなみにに参加してくれたことは、本当に嬉しかったです。

「雨○」の校長が、予定通り１日目の午前中にパラッとさせてしまったことはお許しください（笑）。

実施にご理解いただいた保護者の皆様、ご協力いただいた関係者の皆さまに心から感謝します。

コロナの県リスクレベルが＜レベル１（減少傾向）＞となりました。それに伴い、出【お知らせ】
席停止の基準も と変更「同居家族に風邪症状があっても、児童本人に症状が無ければ『登校可』」
されています（メールでもお知らせしています）。ご不明な点があれば、学校にご相談ください。
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